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第
　
巻
　
第
二
號

英
國
會
の
眞
意
義

占
部
百
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
一
》

　
中
世
紹
に
於
け
る
英
國
の
政
治
的
制
度
を
確
立
せ
し
め
た
の
は
、
虫
と
し
て
三
人
の
英
主
の

功
業
に
依
る
の
で
あ
る
。
混
沌
ピ
し
て
無
秩
序
で
あ
つ
た
ア
ソ
グ
讐
ヅ
ク
ソ
ン
の
行
政
組
織

に
、
兎
も
角
も
目
鼻
の
着
い
π
一
定
の
形
式
を
奥
へ
髭
の
は
ジ
4
リ
ア
ム
『
職
勝
王
』
（
壽
一
詳
β
島
0
9
・

お
羅
3
昌
で
あ
る
。
英
國
の
司
法
制
度
を
改
革
し
て
巡
回
裁
劃
の
組
織
を
立
て
、
以
て
中
央
政
府

ξ
各
堪
方
自
治
團
ε
の
聯
絡
を
圓
滑
な
ら
し
め
た
の
は
ヘ
ン
リ
實
第
二
世
で
あ
る
。
古
代
か

ら
驚
固
な
る
墓
礎
を
有
し
て
漸
衣
駿
蓬
し
來
つ
セ
地
方
自
治
翻
艘
の
代
表
者
を
中
央
に
召
集

し
で
勺
鼓
に
『
英
國
會
』
（
評
島
馨
昌
を
創
設
し
セ
の
は
．
實
に
ユ
ド
フ
ー
鋼
第
一
世
で
あ
る
。
即
ち
最

　
　
　
　
英
国
會
の
翼
憲
襲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
　
　
　
葵
國
會
の
黄
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

初
國
主
が
親
ら
執
行
ル
た
國
家
の
三
大
権
は
次
第
に
分
化
し
て
ヅ
ィ
ジ
ア
あ
先
づ
行
政
部
の
端

緒
を
聞
き
、
ヘ
ン
リ
ー
の
時
に
誰
て
司
法
部
が
濁
立
し
始
め
、
晶
ド
ワ
導
ド
の
澹
世
に
立
法
部
が

い
よ
ノ
、
縄
織
せ
ら
れ
乾
次
第
で
あ
る
。

、尋び

ア
ー
ド
第
一
世
に
依
て
確
立
せ
ら
れ
た
巽
國
會
』
は
露
ふ
塗
で
も
な
く
、
『
ノ
ζ
ソ
國

會
』
曾
9
磐
益
9
0
0
豊
ぎ
ヨ
R
Ω
器
即
曾
9
導
島
に
、
嘗
時
欧
大
陸
に
行
は
れ
詫
鴨
種
族
會
』
．
国
欝
奮
Ω
窪
霞
豊
を

加
殊
し
て
成
つ
た
も
の
で
あ
る
。
面
し
て
此
の
『
ノ
ル
噂
ン
國
禽
』
は
ア
ン
グ
ヨ
サ
ク
ン
ン
民
族

が
原
住
，
地
乾
る
濁
逸
か
ら
齎
ら
し
た
『
民
會
』
（
く
o
箭
登
0
9
環
↓
浮
墨
麗
謡
轟
｝
の
後
を
承
け
た
勝
謂

『
ナ
ク
ン
ン
國
會
』
（
笥
穿
昌
甲
鵯
臼
9
R
O
o
暮
＆
o
＝
ぎ
を
竃
｝
を
、
封
建
制
度
に
麺
合
せ
し
．
め
た
制
度

で
あ
る
。
．
然
し
是
等
の
來
歴
を
説
述
す
る
の
は
、
本
文
の
目
的
で
は
な
い
。
鼓
に
は
軍
に
ニ
ド

ワ
蓄
ド
が
完
成
せ
し
め
セ
『
英
國
會
』
の
眞
義
を
究
め
、
他
の
詞
時
代
に
於
け
る
諸
制
度
ピ
⑳
異
岡

を
辮
す
る
に
止
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
…

　
英
國
會
の
本
論
に
入
る
に
先
ち
ユ
敏
言
を
費
や
さ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
轟
が
あ
る
。
　
ε
云
ふ
の
は
、
從

來
此
の
制
度
に
關
し
て
敵
多
の
謬
つ
た
否
、
少
な
く
ε
も
委
當
を
欠
く
思
蕗
が
一
般
に
行
は
れ



て
居
る
か
ら
で
あ
る
6
ポ
ラ
ー
ド
敬
授
は
其
の
近
著
に
於
て
、
極
め
て
適
切
に
此
箏
に
就
て
書

説
し
て
居
る
、
曰
く
4
少
な
く
ピ
も
画
個
の
思
想
が
、
英
國
會
の
基
礎
及
び
職
権
に
就
て
輔
般
の

人
心
に
固
く
根
を
下
ろ
し
て
居
る
。
其
一
は
英
國
會
の
重
も
な
る
目
的
が
常
に
立
法
で
あ
つ

セ
ε
云
ふ
事
で
あ
る
。
衣
は
世
襲
貴
族
及
び
人
民
の
代
表
は
、
各
國
會
本
來
の
構
成
に
敏
く
可

ら
ざ
る
要
素
で
あ
つ
た
ε
云
ふ
學
で
あ
る
。
第
三
は
英
國
會
が
常
に
二
院
か
ら
成
つ
て
居
、
た

ε
云
ふ
事
で
、
鈴
四
は
英
國
會
が
三
種
族
（
身
8
裟
器
呂
に
墓
て
居
π
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
多
数

の
人
が
固
く
懐
け
る
凡
ゆ
る
概
念
の
や
う
に
、
英
■
國
會
の
歴
史
に
關
す
る
以
上
四
個
の
印
象
は

具
よ
）
も
、
恐
ら
く
傭
を
傳
る
方
が
少
な
ぐ
な
い
一
云
云
（
註
欄
）
。
　
ノ
ル
呼
ン
國
會
の
時
か
ら
、
其
軸

を
沼
集
す
る
本
班
の
目
的
が
、
立
法
事
業
で
な
か
つ
陀
こ
ε
は
、
英
國
憲
法
史
上
顯
著
な
る
事
實

で
あ
る
。
人
民
が
代
表
者
を
選
奉
し
て
國
會
に
邊
る
や
う
に
な
つ
た
以
．
前
．
翫
に
國
會
が
存
立

し
て
居
た
事
も
．
貴
族
の
列
席
が
必
す
し
も
最
初
か
ら
世
襲
的
で
な
か
つ
た
事
も
、
是
れ
亦
疑
ふ

可
も
ざ
る
歴
史
上
の
事
實
で
あ
る
。
す
ぺ
て
是
等
の
思
考
の
妥
嘗
で
な
炉
ζ
ε
は
、
私
の
論
越

の
進
む
に
從
て
、
漸
次
一
層
明
自
に
閲
明
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
…
》

　
　
　
　
英
一
圏
愈
の
置
藩
凹
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
英
國
愈
の
眞
慧
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
以
上
四
個
の
一
般
朗
印
象
の
外
、
爾
他
に
一
個
英
國
會
制
庚
に
闘
し
て
謬
つ
た
考
が
、
從
楽
世

聞
に
行
は
れ
て
居
る
。
其
れ
は
即
ち
英
國
の
『
廉
民
院
』
箱
窪
器
禽
9
器
目
o
豊
ご
云
ふ
も
の
は
、
人

民
が
代
議
的
制
度
を
要
求
し
た
が
爲
に
起
）
、
國
王
は
其
の
要
求
に
鯨
儀
な
く
せ
ら
れ
て
、
庶
民

の
代
表
者
を
丑
集
す
る
に
至
つ
た
と
云
ふ
説
で
あ
る
。
英
國
人
の
間
に
國
會
議
員
の
役
に
就

き
た
い
ε
か
、
或
は
國
會
に
代
表
す
る
特
権
を
欲
求
す
る
ε
か
云
ふ
や
う
な
形
述
の
登
見
せ
ら

る
、
の
は
、
第
†
五
世
紀
蟹
の
亭
で
あ
つ
て
、
其
の
以
前
に
は
左
榛
な
こ
ε
は
、
殆
ど
全
く
な
か
つ

セ
の
で
あ
る
。
第
十
五
澄
紐
以
前
に
方
つ
て
は
、
騎
士
ピ
か
志
残
ピ
か
讐
國
會
に
出
る
や
う
に

要
求
し
た
の
は
、
國
王
の
方
か
ら
で
み
つ
た
。
騎
士
や
市
民
は
釦
て
國
王
の
要
求
を
避
δ
ん
が

爲
に
．
出
楽
得
る
限
り
、
い
ろ
！
、
の
口
實
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
殊
に
市
民
は
國
會
に
呼
出
さ

れ
る
こ
ε
を
嫌
て
．
各
都
市
は
代
議
士
選
出
の
負
澹
を
菟
れ
ん
が
爲
、
贋
・
『
州
奉
行
』
曾
皇
3
に
賄
賂

を
贈
つ
允
程
で
あ
つ
た
。
　
雛
ル
チ
呂
ス
タ
U
の
市
民
は
都
市
の
防
備
に
多
額
の
金
を
費
し
驚
ビ

去
ふ
口
實
で
．
ど
う
か
五
年
間
國
會
に
召
集
せ
ら
れ
る
こ
ε
を
菟
か
れ
た
い
ε
願
繊
で
、
、
途
に

其
の
個
的
を
建
し
π
。
騎
士
の
方
に
も
矢
張
り
國
會
に
出
る
之
ε
は
成
る
可
く
避
け
た
い
と

云
ふ
考
の
あ
つ
た
こ
ピ
は
、
幾
ら
も
其
の
實
桝
が
あ
る
。
其
の
時
代
は
交
逸
が
不
便
で
あ
つ
で
、



・
倫
教
ε
か
、
ウ
ジ
チ
義
ス
タ
書
ε
か
．
國
會
の
開
か
れ
る
揚
，
所
ま
で
行
く
に
は
中
々
費
用
も
か
、
勤
．

代
表
着
を
出
し
た
州
民
は
之
を
負
櫓
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
み
な
ら
す
、
代
表
者
を
逡
つ
た
が

爲
に
却
て
多
額
の
税
を
國
王
か
ら
課
せ
ら
ゐ
、
虞
れ
も
あ
つ
た
か
ら
、
騎
士
も
市
民
も
成
る
可

く
國
會
に
出
た
ぐ
な
い
ε
云
ふ
の
が
、
一
般
に
其
の
時
代
の
氣
風
で
あ
つ
た
り
で
あ
る
。

　
嬰
す
る
に
、
庶
民
院
の
二
大
要
素
で
あ
る
州
騎
士
も
、
市
民
も
、
最
初
は
自
分
、
等
の
方
か
ら
國
會

に
代
表
せ
ん
こ
ε
を
要
求
し
泥
鐸
で
は
な
く
し
て
、
國
王
に
召
集
せ
ら
れ
て
、
不
承
不
性
に
國
會

に
出
席
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
四
》

　
先
づ
評
義
§
9
貯
ピ
云
ふ
露
葉
の
意
義
を
究
め
、
而
し
て
英
國
會
の
慨
念
を
明
に
せ
ね
ぱ
な
ら

蹟
ε
思
ふ
。

　
莫
語
の
評
島
器
一
6
論
は
佛
語
の
評
忌
ヨ
o
糞
伊
太
利
藷
の
評
旨
羅
韓
o
ε
圃
じ
語
で
、
饗
『
憂
即

ち
談
話
す
る
意
義
で
あ
る
。
此
語
の
英
國
で
使
用
せ
ら
れ
た
の
は
、
ヘ
シ
リ
ー
第
二
漫
の
治
世

に
‘
渤
ゐ
こ
と
が
出
來
る
。
確
實
に
用
ぴ
ら
る
、
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
佛
國
で
は
一
二
三
九
年
．

英
國
で
は
一
二
六
四
年
頃
㌻
シ
ュ
蒙
去
り
（
有
名
な
る
編
年
史
家
》
が
之
を
用
ひ
た
頃
か
ら
で
あ

　
　
　
　
莫
属
會
の
輿
慮
藏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
英
闘
奮
の
眞
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

る
。
共
れ
か
ら
輔
二
匠
八
年
の
『
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
規
約
』
（
ギ
薯
鑑
o
崩
鼠
O
風
o
箆
）
に
も
用
ひ
ら
れ
．
一

二
七
五
年
以
來
官
用
語
と
な
つ
た
ε
ポ
ラ
聖
ド
致
授
は
云
て
居
る
（
聾
，
き
。

　
此
語
が
佛
國
で
も
伊
太
利
で
も
最
高
裁
剣
駈
を
意
昧
し
て
、
代
灘
的
意
義
を
含
ま
な
か
つ
控

ピ
均
し
く
、
英
國
に
於
て
，
も
亦
最
初
は
決
し
て
後
年
の
國
會
の
や
う
な
立
法
的
意
義
を
有
た
な

か
つ
た
こ
ε
は
同
教
授
が
町
曝
に
説
明
し
て
居
る
所
で
あ
る
。
蕪
轟
。
団
親
欝
馨
耳
と
云
ふ
語
は

本
楽
『
談
話
す
る
』
事
の
庶
襲
で
あ
る
か
ら
．
第
十
三
健
紀
頃
信
院
内
で
は
。
晩
餐
後
の
薙
談
な
ど
の

慧
昧
に
此
語
を
用
ひ
て
居
π
の
で
あ
る
。
所
が
其
後
一
二
四
流
年
佛
國
王
ル
イ
第
九
世
と
羅

馬
法
王
イ
ン
ノ
セ
ン
ト
第
四
世
ε
の
間
に
於
け
る
協
議
の
や
う
な
鰻
粛
な
る
會
議
の
場
合
に

も
、
此
諮
を
適
用
し
て
居
る
。
英
國
の
編
年
史
家
等
は
へ
y
り
聖
第
三
世
の
時
、
國
家
の
疾
苦
を

匡
救
せ
ん
が
爲
、
屡
蓼
大
官
等
を
召
集
し
セ
英
等
の
會
議
に
も
、
此
諮
を
用
ひ
た
め
で
あ
る
註
、
四
）
。

此
の
如
く
最
初
の
程
は
、
庶
民
の
代
表
せ
ら
れ
な
か
つ
た
會
議
其
他
異
例
の
會
議
に
評
『
凝
ヨ
農

の
語
を
用
ぴ
て
居
た
け
れ
ご
、
然
も
忽
ち
習
慢
は
一
定
せ
ら
れ
て
↓
國
禽
筍
区
置
曇
窪
C
6
は
一
二
九

五
年
の
模
範
に
從
て
組
織
せ
ら
れ
た
團
禮
で
あ
つ
て
、
其
れ
は
屡
次
習
慣
的
に
福
集
せ
ら
れ
、
励

レ
て
其
の
圃
意
を
経
て
、
國
王
は
『
律
令
』
（
o
陰
蕪
碁
。
｝
を
遙
る
を
得
』
ε
、
メ
誓
ト
ラ
ン
ド
殺
授
に
依
て
定



義
が
奥
へ
ら
る
、
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
証
．
善
。
要
す
る
に
諄
唖
浮
暑
旨
と
は
、
當
時
未
だ
イ
ン

ス
テ
4
テ
昌
ー
シ
獅
ン
と
か
團
盟
ε
か
の
意
義
で
は
な
ぐ
、
軍
に
『
談
話
す
る
』
こ
ε
を
意
味
し
．
冨
読
馨
睾

言
ヨ
（
國
會
》
ε
云
ふ
言
葉
ε
．
9
ぎ
2
置
B
（
會
話
）
と
云
ふ
露
葉
ピ
は
同
意
義
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
（
註
試
C
。

　
　
　
　
　
　
　
壼
》

　
英
國
の
國
會
窟
議
馨
。
豊
が
、
佛
國
の
冨
詩
馨
暮
伊
國
の
℃
毘
弩
9
ε
ε
均
し
ぐ
、
最
初
か
ら
立
法

若
く
は
躁
税
の
事
を
議
せ
し
め
ん
が
震
召
集
せ
ら
れ
π
會
議
で
は
な
く
し
て
、
裁
鋼
が
主
要
の

目
的
で
あ
つ
た
こ
ピ
は
、
疑
ふ
可
ら
ざ
る
畢
實
で
あ
る
。
而
し
て
國
會
を
英
國
の
高
等
裁
剣
所

（
、
窯
管
．
8
9
ξ
ε
呼
ぷ
の
は
、
凡
ゆ
る
英
國
の
裁
剣
所
中
、
最
も
開
放
的
で
且
最
も
自
由
な
裁
判
所

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
舞
，
七
）
。

　
國
會
が
英
國
の
高
等
裁
鋼
駈
で
あ
る
ε
云
あ
意
義
か
ら
翻
れ
ぱ
、
國
會
の
起
原
は
シ
モ
ン
・

厭
●
モ
ン
ト
フ
ォ
ル
ト
や
出
ド
ワ
ー
ド
第
一
世
λ
）
も
、
寧
ろ
ヘ
ン
フ
ー
第
二
世
に
潮
ら
な
け
れ
ぱ

な
ら
ぬ
。
着
し
ヘ
ソ
ヲ
馨
が
國
王
の
裁
鵯
所
禽
梶
．
。
摩
8
彗
）
を
英
國
習
慣
法
（
8
彗
琶
o
巳
彗
）
の
卵

集
ε
し
な
か
つ
π
な
ら
ぱ
、
シ
毛
ン
も
エ
ド
ワ
馨
ザ
も
決
し
て
之
を
英
國
の
普
蓮
政
泊
の
卵
集
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挺
晦
曾
の
眞
滋
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

す
す
る
こ
ε
が
出
楽
．
な
か
つ
π
で
あ
ら
う
．
何
ε
な
れ
ぱ
、
習
慣
法
の
墓
礎
は
普
題
政
治
を
行

ふ
所
に
取
て
、
欠
く
こ
と
が
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
ヘ
ン
リ
ー
は
ク
茜
ス
ト
ミ
ソ
ス
タ
耳
の
宮

殿
内
に
開
か
れ
た
裁
釧
所
に
．
隷
民
以
上
凡
ゆ
る
臣
民
が
出
訴
す
る
こ
ε
を
碍
せ
し
め
セ
。
彼

は
地
方
の
裁
釧
所
で
寛
托
を
伸
ぷ
る
能
は
ざ
る
者
を
し
て
、
國
王
の
裁
劃
の
恩
憲
に
浴
せ
し
め

ね
の
で
あ
る
。

　
ノ
ル
．
マ
ン
國
會
で
も
、
裁
鋼
は
其
の
最
も
重
大
な
る
任
務
で
あ
つ
た
が
、
同
國
會
の
蹄
の
方
面

は
2
憂
器
鴨
。
陰
即
ち
後
年
の
『
王
座
裁
剣
所
』
窟
凝
．
。
。
富
蓉
ε
に
分
化
し
風
濁
立
の
裁
剣
所
ε
な
っ

泥
。
然
も
國
王
が
親
ら
叢
手
に
保
留
し
た
司
法
権
は
、
依
然
ノ
ル
呼
ソ
國
會
に
依
て
．
時
々
重
大

な
る
犯
罪
事
件
を
裁
到
し
た
の
で
あ
る
。
義
，
八
）
。
ε
こ
ろ
が
ノ
〃
唖
ン
國
會
は
、
漸
く
貴
族
、
大
官
．

高
信
等
が
．
國
王
に
反
劃
す
る
澗
立
に
し
て
不
退
な
る
徒
蕪
の
團
膿
と
な
ら
ん
と
す
る
傾
向
が

あ
？
た
の
で
、
是
等
の
牽
制
か
ら
冤
か
蜘
ん
が
爲
、
國
王
は
多
少
公
開
的
で
代
表
的
な
る
箱
鉱
寧

籍
暮
の
制
度
を
蹴
羅
巴
大
陸
か
ら
翰
入
し
た
の
で
あ
る
ら
し
い
。

　
然
る
に
一
般
に
信
せ
ら
る
、
や
う
に
、
國
王
の
召
集
欣
に
慮
じ
て
會
合
し
た
大
官
、
大
貴
族
、
騎

士、

市
民
等
が
直
に
國
會
（
評
曽
欝
幕
5
を
逡
ら
な
か
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
全
國
會
或
は
絡
國
會
宣
讐
7



拝暮

o
暮
覧
o
慧
B
9
鵯
諦
乾
£
さ
へ
も
成
さ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
彼
等
の
出
席
を
別
に

し
た
國
會
ら
し
い
も
の
に
福
集
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
正
味
の
出
席
は
議
政
府
（
8
き
＆
の
出

席
で
あ
る
。
議
政
府
を
除
外
し
た
國
會
な
る
も
の
は
な
か
つ
泥
。
國
會
は
事
實
『
議
政
府
内
の

國
會
』
な
毘
置
ヨ
9
紳
o
コ
匿
8
…
登
で
あ
つ
て
、
全
或
は
維
國
會
は
輩
に
畿
政
府
の
全
或
は
総
國
會
で

あ
つ
泥
の
で
あ
る
。
（
註
，
九
㌔

　
　
　
　
　
　
　
（
六
｝

　
而
し
て
エ
ド
ワ
ー
ド
第
一
世
の
治
世
前
後
に
開
か
れ
た
國
會
に
は
。
明
か
に
二
種
あ
づ
た
。

國
會
記
録
（
3
量
の
中
に
存
し
て
居
る
國
會
ε
、
然
ら
ざ
る
國
會
ε
で
あ
る
。
　
ノ
擢
マ
ン
國
會
で

行
は
れ
た
や
う
に
．
國
王
が
其
の
直
接
拝
領
者
（
静
窪
程
二
琴
躍
8
の
み
を
集
め
て
主
ε
し
て
裁
鋼
事

務
を
取
扱
つ
て
居
た
會
合
の
記
事
ば
か
り
が
國
會
認
録
の
中
に
保
存
せ
ら
れ
て
、
國
王
が
大
憲

章
の
規
定
に
從
ひ
、
個
人
的
叉
は
輔
般
的
君
集
歌
に
依
て
福
集
し
た
大
勢
の
會
合
の
認
箏
は
、
國

會
記
録
中
k
保
存
せ
ら
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
既
の
如
く
國
王
が
所
講
『
國
會
記
録
中
の
國

倉
』
な
舞
証
9
塞
富
o
＝
詳
男
o
量
を
別
に
開
い
た
の
は
．
人
民
が
種
々
の
請
願
書
を
提
出
し
て
も
．
兎
角

其
蜘
に
封
す
る
裁
決
が
逞
延
し
て
、
迷
惑
を
戚
す
る
こ
ε
勘
く
な
か
り
た
の
で
．
蓮
般
の
疾
苦
を
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義
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莫
団
曾
の
眞
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

匡
救
せ
ん
ピ
の
趨
意
に
出
で
π
次
第
で
．
あ
る
。
曲
の
『
議
政
府
内
の
國
會
』
ε
も
謂
ふ
可
き
駈
で

取
扱
は
れ
た
の
は
司
法
事
務
で
あ
つ
た
。
後
年
の
國
會
が
鎚
の
震
も
塚
る
任
務
ε
し
た
國
王

の
要
求
し
た
補
助
金
に
協
賛
を
與
る
等
の
政
務
は
、
此
の
國
會
の
闘
知
せ
ざ
る
所
で
あ
つ
た
。

此
種
の
國
會
で
は
請
願
ε
『
意
見
曳
覧
銭
旦
の
庭
理
に
當
り
、
大
概
剛
年
震
同
開
か
れ
、
決
し
て
地
の

大
勢
の
國
會
の
や
う
に
間
歌
的
に
開
か
れ
た
次
第
で
は
な
い
。
　
崩
二
九
〇
年
に
三
同
、
一
二
九

旧
年
に
も
同
じ
く
三
度
開
禽
せ
ら
触
其
他
の
年
に
も
度
々
開
か
れ
た
所
に
擦
つ
て
も
、
常
規
的

に
關
か
れ
た
こ
と
は
疑
ふ
可
く
も
な
い
。
而
し
て
此
種
の
會
會
が
講
ド
フ
唇
ド
第
一
麿
に
依

て
創
始
せ
ら
れ
泥
ε
は
思
惟
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
け
れ
ご
、
然
ら
ば
何
時
か
ら
始
b
た
か
ε

去
ふ
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
國
會
記
録
中
に
存
し
て
居
な
い
國
會
は
、
其
の
盤
質
に
於
て
も
．
其
の
縄
織
に
於
て

も
、
全
く
以
上
ε
異
つ
て
、
特
別
碧
く
は
輔
般
的
召
集
瓶
に
依
て
福
集
せ
ら
れ
た
直
接
拝
韻
者
の

喧
鴛
な
る
大
衆
で
あ
つ
泥
。
此
種
の
國
會
は
州
の
小
直
接
響
領
者
の
代
表
着
が
二
人
乃
至
四

人
で
あ
る
に
從
τ
、
全
禮
の
人
歎
に
多
少
が
生
じ
た
。
國
王
の
團
膿
的
直
臣
ε
し
て
取
振
は
れ

た
都
市
禽
9
及
ぴ
都
市
選
暴
隔
曾
0
3
轟
ε
の
代
表
者
を
召
集
す
る
ε
否
ピ
に
ょ
つ
て
も
、
人
歎
の



相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
國
會
記
録
に
存
し
て
居
る
國
會
の
方
は
、
國
王
の
議

政
府
窟
『
讐
O
o
騒
。
ε
の
規
則
正
し
い
少
藪
の
會
合
で
．
高
信
、
大
官
殊
に
最
も
裁
釧
官
が
多
く
、
書

記
の
中
か
ら
も
、
議
員
に
選
任
せ
ら
れ
た
。
此
の
如
く
二
個
の
團
鰹
は
異
つ
た
方
法
に
依
て
福

集
せ
ら
れ
．
異
つ
た
時
に
會
合
し
．
而
し
て
異
つ
た
職
権
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
二
種
の
國
會
の
重
も
な
る
相
蓮
の
諮
は
、
裁
剣
所
た
る
國
會
（
即
ち
國
會
記
録
中
の
國
會
》

に
請
願
者
の
出
頭
す
る
の
は
、
固
よ
勢
自
然
で
、
組
織
も
な
け
れ
ぱ
責
任
も
な
か
つ
た
に
引
き
換

へ
、
州
騎
士
や
都
市
代
表
者
は
國
王
の
公
け
な
る
召
集
瓶
に
慮
じ
て
逡
窮
せ
ら
れ
、
從
て
選
翠
人

を
拘
束
す
る
権
力
を
有
し
泥
の
で
あ
る
。
ε
こ
ろ
が
裁
劃
箏
件
や
、
地
方
の
疾
苦
の
匡
救
の
爲
、

自
然
代
表
者
を
逡
出
し
で
、
國
王
に
向
て
請
願
書
を
提
出
せ
し
め
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
國
王
⑳

方
か
ら
．
課
税
の
目
的
の
爲
、
州
や
都
市
の
代
表
者
を
公
然
召
集
す
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
、
是
等

の
正
式
代
表
者
に
錆
願
書
を
携
へ
し
む
る
こ
ε
、
時
ピ
金
ビ
族
行
と
を
省
略
す
る
便
法
ε
考
へ

ら
る
、
に
■
竈
つ
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
此
．
の
二
種
の
國
會
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
第
一
幾
の
治
世
の
後
孚
の
間
に
漸
く
合
岡
し
始
め
た
。
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回

昌
ド
ワ
翼
ド
が
英
國
の
模
範
國
禽
の
創
設
者
泥
る
要
求
は
。
市
属
の
代
衷
潔
を
國
王
の
直
臣
の

愈
合
に
加
へ
泥
事
よ
り
も
、
寧
ろ
熱
て
種
族
會
或
は
三
族
議
會
（
窪
欝
｝
即
ち
國
會
記
録
中
の
國

會
ε
、
召
集
釈
に
よ
る
國
會
ε
の
間
の
此
の
合
厩
に
在
る
ε
思
ふ
。
然
し
エ
ド
ワ
署
ド
が
薗
の

合
同
を
完
成
し
セ
と
云
ふ
鐸
で
は
な
い
。
呂
ド
フ
L
ド
の
泊
鞭
以
後
敷
糧
紐
に
亘
つ
て
、
國
會

は
司
法
的
要
素
ε
代
議
的
要
素
ε
、
從
て
法
律
的
権
能
ピ
政
治
的
横
囎
ε
が
不
思
議
に
も
混
和

せ
ら
れ
尤
渾
然
泥
る
圏
膿
ε
し
て
存
在
し
た
け
れ
ど
、
然
も
術
本
奈
の
異
分
子
の
痕
跡
は
依
然

残
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。
兎
も
角
も
ニ
ド
ワ
ー
ド
の
治
世
に
、
簸
等
二
種
の
國
會
を
ぱ
、
同
時
に

同
一
の
場
露
に
福
集
し
、
一
定
の
目
的
に
向
て
合
同
の
會
議
を
開
く
設
で
の
合
岡
は
途
げ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
　
三
族
議
會
ε
國
會
と
の
此
の
合
同
が
．
英
國
會
ε
他
の
欧
大
陸
諸
國
の
國
會
ε

の
重
も
な
る
憲
法
上
の
相
違
の
識
で
あ
る
こ
ε
は
．
私
が
本
誌
の
前
號
に
論
蓮
し
た
所
で
あ
る

が．

是
れ
偏
艦
エ
ド
ワ
ー
ド
第
一
世
の
功
に
錦
せ
ね
ぱ
な
ら
鍛
。
而
し
て
奈
何
に
し
て
、
此
の
二

種
の
國
會
が
舎
同
を
途
げ
泥
か
、
其
の
脛
路
に
就
て
は
ポ
ラ
ー
ド
敢
授
が
興
の
近
著
に
於
て
、
委

し
く
説
明
し
て
居
る
。
鑑
，
騨
9
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